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○ 寝屋川社保協の取り組み 

月一度の事務局会議 代表者会議 年３回のくらしの何でも相談会 
年に一度の 大阪社保協の自治体キャラバン  

寝屋川社保協として予算要望の提出 

今年も 12 月５日に 8 分野に分けて要望書を提出し、行政と懇談を行います。 

 

○ 寝屋川市の国保 

2008 年の全国調査で日本一高い国保料 国保料を引き下げる運動が盛り上がる 
モデルケースで 200 万所得の 4 人家族で 50 万円超える 

2013 年の市長選で国保料が争点 大型開発より国保料の引き下げ 
 市長が変わり 一般会計から国保会計への繰り入れ 

日本一から大阪では安い自治体へ モデルケースで 37 万円 

 

○ 国保の都道府県単位化で独自施策ができない 独自減免制度の廃止 
寝屋川社保協として月に 1 度 健康保険証をなくすな・国保の統一化はやめ保険料の引

き下げを求める宣伝活動を行っている。 

寝屋川市も国保のお知らせビラ 市の広報でお知らせ  
大阪府国民健康保険運営方針への意見で寝屋川市からも負担軽減を求める意見が提出 

 

毎年の要望書の提出と担当課との懇談が力になっている。日本共産党議員団と共同して

議会での質問や意見書の採択にも取り組んでいる。 

今後も引き続き国保の改善に取り組みます。 
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国民健康保険に関する要望書 
 
 
寝屋川市におかれましては、市民の生活の向上と社会福祉、医療行政にご尽力いただき

ありがとうございます。 
市民のいのちとくらしを守る市政運営を求める立場から、以下の要望を行います。 

 
【要望項目】 
  
１． コロナ禍や物価高騰により、国民健康保険加入の多くを占める非正規労働者・個

人事業主は収入の減少や資金繰りの悪化に苦しんでいることを考慮し、国民健康保

険料を引き下げてください。 
 

２． 保険料の減免制度の府内統一によって、今まで条例減免の対象となっていた方が

減免を申請できない事態が起きています。減免制度の改善を大阪府に求めてくださ

い。 
 
３． 令和６年１２月１日までの短期保険証・資格証明書の世帯に対し、いわゆるマイ

ナ保険証・資格確認書への切り替えにともなって、特別療養費への変更を行わない

でください。 
 
４． 滞納保険料の徴収は、徴収の猶予や換価の猶予も活用いただき、個々の生活実態

に応じた丁寧な対応をしてください。 
 

５． コロナ禍や物価高騰による収入減・資金繰り悪化による滞納に対しては、差し押

さえは行わず、徴収の猶予や換価の猶予も活用し、生活困窮に寄り添った対応をし

てください。 
 

６． 生活上の不測の事態に備える程度の預貯金・生命保険の差し押さえはやめてくだ

さい。 
 

７． 子どもの未来にかかわる学資保険の差し押さえは中止してください。 



 
８． 国民健康保険の独自減免制度の案内を、保険料決定通知書・納付書に同封してく

ださい。 
 
 ９．国民健康保険でも傷病手当金を創設するよう、国に対して要望してください。 
 
 １０．一部負担金減免について、制度の周知と活用を進めてください。 
 
 以上の要望について１２月中に書面にて回答いただき、そのうえで回答に基づく懇談を

早期に持っていただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 
 










